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３
月
11
日
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
死

亡
・
行
方
不
明
者
が
２
万
数
千
名
と
戦
後
最
大
の

災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
も
、
小
野
寺
嶺
さ

ん
（
21
歳
）
が
亡
く
な
ら
れ
る
と
と
も
に
、
社
員

の
ご
家
族
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
行
方
不
明
の
方

が
数
名
出
て
お
ら
れ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
以
来
、
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
社
員
の

安
否
確
認
、
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
被
災
者
支

援
、
事
業
復
旧
支
援
に
全
社
を
挙
げ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

施
設
・
設
備
の
点
検
終
了
後
、
い
ち
早
く
Ｋ
Ｒ

Ｃ
・
久
喜
を
主
体
に
、
東
北
へ
の
支
援
物
資
対
応

を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
物
量
は
３
月
末
現
在
で
、

車
両
台
数
で
４
０
０
台
、
商
品
点
数
で
６
０
０
０

万
個
を
超
え
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
も

報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、
生
協
の
い
ち
早
い
災
害
復

興
対
応
を
支
え
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｋ
Ｒ
Ｃ
・
野

田
・
関
東
配
送
セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
に
よ
る
マ
テ

ハ
ン
の
障
害
、
欠
品
対
応
に
加
え
、
計
画
停
電
に

よ
る
混
乱
の
影
響
も
受
け
て
、
24
時
間
稼
動
体
制

と
な
り
、
朝
ま
で
に
集
品
し
き
れ
な
い
日
も
発
生

し
ま
し
た
が
、
当
該
事
業
所
の
奮
闘
に
加
え
、
全

国
か
ら
の
支
援
体
制
で
乗
り
切
り
、
集
品
で
き
な

か
っ
た
分
も
そ
の
週
内
に
は
集
品
完
了
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｃ
や
Ｄ
Ｃ
部
分
も
、
震
災
や
そ
の
後
の
原
発
事

故
の
影
響
か
ら
、
商
品
の
異
常
な
受
注
状
況
へ
の

対
応
せ
ま
ら
れ
ま
し
た
が
、
会
員
生
協
に
大
き
な

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
な
く
、
対
応
進
め
て

い
ま
す
。

加
え
て
、
震
災
で
施
設
・
設
備
に
大
き
な
被
害

の
あ
っ
た
仙
台
流
通
セ
ン
タ
ー
・
東
北
の
要
冷
物

流
、
印
西
の
事
業
復
旧
に
努
力
し
、
す
で
に
段
階

稼
動
に
入
り
、
全
面
復
旧
に
向
け
努
力
を
進
め
て

い
ま
す
。

「
欲
し
い
商
品
を
、
欲
し
い
時
に
、
欲
し
い
数
だ

け
、
品
質
が
保
証
さ
れ
た
も
の
を
お
届
け
す
る
」

こ
と
が
物
流
業
の
社
会
的
使
命
で
す
。
通
常
は
、

そ
の
こ
と
は
で
き
て
当
た
り
前
で
す
が
、
こ
う
い

う
と
き
は
そ
の
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
が
感
謝

さ
れ
、
誇
り
を
も
っ
て
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
、「
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ

ー
ゴ
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
（
貢
献
）」「
シ
ー
エ
ッ

ク
ス
カ
ー
ゴ
は
信
頼
で
き
る
会
社
（
信
頼
）」「
さ

す
が
、
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ
ー
ゴ
は
物
流
の
プ
ロ

（
誇
り
）」「
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ
ー
ゴ
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
会
社
（
挑
戦
）」
と
評
価
を
う
け
ら
れ
る

よ
う
、
十
二
分
に
力
を
発
揮
す
る
べ
き
時
で
す
。

夏
に
想
定
さ
れ
る
計
画
停
電
対
応
含
め
、
こ
れ

か
ら
の
復
興
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
私
自
身
16
年
前
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験

し
そ
の
復
興
に
も
対
応
し
ま
し
た
が
、
16
年
前
と

比
較
し
会
社
の
力
は
格
段
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
全
社
で
力
を
あ
わ
せ
れ
ば
道

は
拓
け
ま
す
。「
２
０
０
９
年
か
ら
２
０
１
０
年
、

新
規
事
業
で
安
定
稼
動
を
実
現
し
、
２
０
１
１
年

で
震
災
復
興
に
貢
献
で
き
、
そ
の
こ
と
が
そ
の
後

の
会
社
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
」
と
、
10
年
後
、

20
年
後
、
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
未
来

を
見
つ
め
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
発
生
以
来
の
、
社
員
の
み
な
さ
ん
の
奮
闘

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
者

の
生
活
再
建
に
向
け
、
被
災
生
協
の
事
業
復
旧
に

向
け
、
引
き
続
き
、
力
添
え
を
心
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。

被
災
者
支
援
・
事
業

復
旧
支
援
に
全
力
を

代
表
取
締
役
社
長
　
西
村
　
修
一
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津波で流されてきたガレキが山積みになっており、近づくことすら困難。飛行機までも流されてきた。

津波が引いたあとのSRC前の様子。津波による被害は小さかったものの、大きな揺れにより庫内、事務所ともに大きな被害。
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地震 津波 その時……＜SRCの社員の方より＞
�家に向かって車を走らせていましたが、前方から来る車のパ
ッシングでUターンしました。その後、津波が押し寄せ、慌
てて道端の少し小高くなったところに車を突っ込んだとこ
ろ、周りの人や車が津波に流されていきました。翌日の午後、
自衛隊のヘリコプターで救出されました。
�帰宅後、津波の警報が鳴り響き、外に飛び出ました。大丈夫
かとも思いましたが念のため車で山側を目指しました。後ろ
を振り返ると、黒煙のような水しぶきを上げ、津波が一気に
押し寄せてきました。家も近所の人々も一瞬にして飲みこま
れていったのが見えました。

仙台空港へ押し寄せる津波

組合員さんの声 震災後、すぐに店頭販売を開始していただいて、本当に感謝しております。従業員の皆様も大変な中、ありがとうございました。

仙台流通センター・岩沼センター社員の家屋被災状況 

（戸） 

居住不可 床下浸水 
（居住可） 居住可 総計 

岩沼市 4 2 15 21
亘理町 2 4 6
名取市 1 4 5
仙台市 11 11
大河原町 4 4
その他 5 5
総計 7 2 43 52

（2011.4.1集計） 

社員1名を喪
うしな

う、
ご家族・ご親族の死者・行方不明者も
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12日（土）
原発が爆発！

3月11日（金）
Ｍ９.０巨大地震・大津波発生！

左から、石川 晃さん、横手 謙一さん
大橋 雄一さん、小谷野 宏さん

救援物資を運んだ、関東配送センター
桶川事業所の乗務員の方々

▲倉庫の外にまで溢れ出す救援物資

�
救
援
物
資
の
積
み
込
み

�本社：
対策本部
立ち上げ

お茶 500� 28,800本
カップ麺 28,512個
クッキー 27,020個
割り箸 2,000本
カイロ 25,320個

ない中、コープの素早い決断と行動力に、組合員としてとても嬉しく、ますます生協のファンになりました。

救援物資

救
援
物
資

第
一
弾

桶
川
を
出
発
し
た
の
は
夜
中
の
12
時
過
ぎ
く
ら
い
で
し
た
。

真
っ
暗
な
中
、
ひ
び
割
れ
た
高
速
道
路
を
走
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
道
路
の

状
況
が
全
く
分
か
ら
な
い
暗
い
道
を
こ
れ
以
上
走
る
の
は
危
険
と
判
断
し
、
一

旦
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
休
憩
を
取
り
、
明
る
く
な
る
の
を
待
つ
こ
と
に
し
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
の
コ
ン
ビ
ニ
に
入
る
と
、
店
員
さ
ん
が
「
こ
れ

か
ら
向
か
う
ん
じ
ゃ
大
変
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
で
食
べ
て
く
だ
さ

い
。」
と
、
人
数
分
の
肉
ま
ん
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
こ
れ
、

皆
さ
ん
で
」
と
缶
コ
ー
ヒ
ー
も
1
本
ず
つ
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
本
当
に
あ

り
が
た
く
て
、
今
ま
で
食
べ
た
こ
と
な
い
く
ら
い
お
い
し
か
っ
た
で
す
…
。

そ
れ
ま
で
は
、
と
に
か
く
「
行
か
な
く
ち
ゃ
、
届
け
な
く
ち
ゃ
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
、「
行
っ
た
ら
絶
対
に
み
ん
な
で
無
事
に
帰

っ
て
こ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

翌
朝
7
時
に
は
現
地
に
着
い
た
の
で
す
が
、
納
品
先
の
宮
城
県
富
谷
S
C
の

方
は
「
ど
う
や
っ
て
来
ら
れ
た
ん
で
す
か
?!
」
と
キ
ョ
ト
ン
と
し
た
顔
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
恐
ら
く
、
関
東
圏
か
ら
支
援
物
資
を
運
ん
だ
車
の
中
で
は
一
番

早
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

や
っ
と
納
品
を
終
え
、
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
行
き
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

自
衛
隊
の
方
々
が
ひ
び
割
れ
た
箇
所
に
土
嚢
を
積
ん
で
直
し
て
く
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
帰
り
道
は
そ
の
対
応
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
道
の
半
分
は
陥
没
し
て
ひ

び
割
れ
て
い
て
、
と
て
も
大
変
で
し
た
…
。
ず
っ
と
余
震
が
続
い
て
い
た
し
、

長
野
で
大
き
な
地
震
も
あ
っ
た
し
、
日
本
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
、
帰
る
場
所

は
あ
る
の
か
な
、
と
本
当
に
怖
く
な
り
ま
し
た
。

正
直
、
今
回
の
件
で
、
う
ち
の
会
社
は
す
ご
い
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

み
ん
な
へ
ろ
へ
ろ
に
な
っ
て
働
き
な
が
ら
、
そ
ん
な
状
態
で
も
荷
物
を
届
け
よ

う
と
し
て
る
こ
の
人
た
ち
は
す
ご
い
な
と
。
そ
ん
な
会
社
の
一
員
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
関
東
配
送
セ
ン
タ
ー
桶
川
事
業
所
　
石
川
晃
）

【
全
国
各
地
で
被
害

状
況
把
握
の
中
で
の
緊
急
支
援
便
出
発
】

●
地
震
発
生
。
震
災
対
策

本
部
を
本
社
に
設
置
。

余
震
が
続
く
中
、
状
況

確
認
に
入
る
。

●
地
震
直
後
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
と

電
話
が
つ
な
が
り
、
出

勤
し
て
い
る
社
員
の
無

事
を
確
認
。
Ｔ
Ｖ
の
津

波
映
像
を
見
て
、
と
に

か
く
高
い
と
こ
ろ
に
向

か
っ
て
逃
げ
た
。
以
降

電
話
連
絡
は
つ
か
ず
。
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
登
録
す
る

な
ど
し
社
員
の
安
否
確
認
を
急
ぐ
。

●
関
東
で
も
状
況
が
つ
か
め
ず
。
時
々
つ
な
が
る
電
話

な
ど
か
ら
、
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
で
は
商
品
が
大
量

に
落
下
、
印
西
営
業
所
は
水
漏
れ
が
発
生
、
久
喜
営

業
所
で
は
サ
ー
バ
ー
が
ダ
ウ
ン
な
ど
と
い
う
断
片
的

な
情
報
が
入
る
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
が
機
能
で
き
る
こ
と
を
確
認
の
上
、
緊
急
支

援
物
資
出
荷
に
入
る
。
夜
に
は
第
一
便
と
し
て
、
支

援
物
資
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
４
台
が
桶
川
よ
り
み
や

ぎ
生
協
に
向
け
出
発
。

●
野
田
で
は
菓
子
・
食
品
の
店
舗
仕
分
け
を
停
止
。

【
一
夜
明
け
て
施
設
・
設
備
の

被
害
状
況
が
明
ら
か
に
！
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
社
員
３
名
の
安
否
が
確
認
が
出
来
ず
。

●
徐
々
に
通
信
が
復
旧
し
始
め
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
、
岩
沼
セ
ン

タ
ー
の
状
況
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
る
。
Ｓ
Ｒ
Ｃ

周
辺
は
、
津
波
の
水
が
引
き
始
め
て
い
る
状
況
。
庫

内
は
一
部
が
浸
水
、
パ
レ
ッ
ト
・
商
品
が
大
量
に
落

下
。
岩
沼
セ
ン
タ
ー
は
、
冠
水
し
立
入
禁
止
。
会
議

の
た
め
本
社
に
い
た
白
川
所
長
が
緊
急
支
援
便
で
Ｓ

Ｒ
Ｃ
へ
向
か
う
。

●
支
援
物
資
第
一
便
が
み
や
ぎ
生
協
に
到
着
。
こ
の

日
は
、
桶
川
・
東
海
か
ら
続
々
と
緊
急
支
援
便
が

出
発
。

●
関
東
地
区
の
セ
ン
タ
ー
の
復
旧
に
向
け
、
支
援
者
の

手
配
な
ど
の
対
応
を
急
ぐ
。
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
で
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3月13日（日）
計画停電実施発表

3月
福島第一

は
、
自
動
倉
庫
12
本
中
６
本
が
動
か
な
い
状
態
。
３

階
の
酒
の
多
く
が
破
損
。
店
舗
か
ら
の
受
注
が
年
末

並
み
に
は
ね
る
。
一
部
手
仕
分
け
に
回
し
、
集
品
を

開
始
す
る
も
終
わ
り
の
見
込
み
が
立
た
ず
、
落
下
商

品
の
整
理
の
た
め
朝
か
ら
支
援
に
入
っ
て
い
た
本

社
、
他
営
業
所
社
員
、
日
本
生
協
連
、
コ
ー
プ
ネ
ッ

ト
職
員
の
方
が
仕
分
け
に
回
る
。

●
印
西
営
業
所
で
は
、
建
物
屋
上
の
水
管
の
破
れ
よ
り

依
然
と
し
て
水
漏
れ
が
続

き
、
マ
テ
ハ
ン
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
作
業

が
出
来
な
い
状
態
。

●
久
喜
営
業
所
は
、
サ
ー
バ

ー
が
復
旧
。

●
停
電
に
よ
る
渋
滞
な
ど

で
、
各
Ｄ
Ｃ
入
庫
遅
れ
が

目
立
つ
。

●日本経済新聞 桶川より、しょうゆ、みそ、もちなどの食材を
10トン車で11台分、宮城県に配送との報道。

▲総動員で片付け▲対策協議にて現状を確認

▼天井から漏れ
た水を清掃

�
倒
れ
た
靴
箱
の

片
付
け
作
業

左から、島口 康さん、與世原 朝希さん
伊藤 信明さん、水田 謙司さん

救援物資を運んだ、
東海配送センターの乗務員の方々

今回の運行で、少しでも被災地の皆さんに協
力できた事に誇りを持ちたいです。皆さんの
力になりたいので、機会があれば何回でも俺
達は走ります。1日も早く復興して被災地に元
の生活が戻りますように心から祈ってます。

３
月
12
日
午
前
中
、
緊
急
支
援
の
配
送
が
発
生
す
る
と
の
連
絡
が
入
り

ま
し
た
。
当
時
、
ニ
ュ
ー
ス
・
ネ
ッ
ト
で
は
東
北
道
は
通
行
止
と
報
道
さ

れ
、
被
災
地
の
状
況
は
未
知
で
、
協
力
会
社
も
当
て
に
な
ら
な
い
状
況
で

し
た
。

「
救
急
救
命
講
習
」（
消
防
署
）
終
了
後
、
乗
務
員
達
へ
こ
の
状
況
を
報

告
す
る
と
、
開
口
一
番
、
伊
藤
・
水
田
乗
務
員
か
ら
「
俺
、
行
き
ま
す
」

と
の
言
葉
が
。
そ
れ
を
聞
い
て
内
心
ほ
っ
と
し
、
本
当
に
気
持
ち
の
熱
い

乗
務
員
が
い
る
と
、
感
慨
深
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

初
陣
は
、
水
田
・
與
世
原
乗
務
員
。
小
牧
で
０
時
30
分
に
商
品
積
込→

久
喜
警
察
署
で
道
路
通
行
許
可
申
請→

富
谷
納
品
完
了
14
時
30
分→

21
時

30
分
桶
川
着
。
そ
の
後
、
伊
藤
・
島
口
乗
務
員
が
第
二
陣
と
し
て
向
か
い

ま
し
た
。
震
災
の
影
響
を
受
け
た
営
業
所
の
方
々
は
大
変
な
状
況
に
あ
る

こ
と
を
、
乗
務
員
み
ん
な
が
認
識
し
て
い
ま
し
た
し
、�
被
災
地
へ
物
資

を
届
け
る
た
め
に
、
東
海
配
送
セ
ン
タ
ー
で
の
最
善
を
尽
く
す
�
そ
の
一

念
を
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
ま
し
た
。

道
中
は
、
至
る
所
に
亀
裂
や
段
差
が
あ
り
、
進
め
ば
進
む
ほ
ど
状
況
が

悪
化
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
無
事
に
行
き
着
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
納
品
先
の
富
谷
Ｓ
Ｃ
の
方
は
、
愛
知
県
か
ら
来
た
事
を
知
り
驚
い

て
い
ま
し
た
。「
遠
く
か
ら
お
疲
れ
様
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
が
、「
本
当
に
大
変
な
の
は
自
分
達
で
な
く
、
み
な
さ
ん
な
の
に
…
」

と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

配
送
支
援
に
出
向
い
た
乗
務
員
だ
け
で
な
く
、
残
さ
れ
た
乗
務
員
達
も

地
場
の
配
送
で
負
荷
の
か
か
る
状
況
の
中
、
事
故
な
く
運
行
を
継
続
し
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
が
復
興
に
向
け
て
１
日
１
日
が
大
変
な
毎
日
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
今
回
震
災
に
遭
わ
れ
た
多
く
の
方
々
に
、
元
の
生
活
が
一
日

も
早
く
戻
り
ま
す
よ
う
に
、
東
海
エ
リ
ア
社
員
一
同
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

（
東
海
配
送
セ
ン
タ
ー
主
任
　
澁
谷
豊
）

修復作業

今、私たちにできること…　待っている人に届けること

組合員さんの声 TVニュースで、日本生協連が東北被災地への食料寄付を地震後、いち早く行った報道をみました。他の大手スーパーがまだ動か

【
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
の
店
舗
仕
分
け

翌
日
ま
で
続
く
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
社
員
３
名
に
つ
い
て
、
依
然
、
連
絡
が
取

れ
ず
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
依
頼
、
役
場
へ

の
問
い
合
わ
せ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
い
、
情

報
収
集
を
続
け
る
。

●
白
川
所
長
が
Ｓ
Ｒ
Ｃ
・
岩
沼
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
。

Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
車
両
は
無
事
。
タ
イ
ヤ
に
は
10
〜
20
セ

ン
チ
の
浸
水
跡
あ
り
。
一
方
岩
沼
セ
ン
タ
ー
は
Ｓ

Ｒ
Ｃ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
被
害
。

建
物
は
か
た
む
き
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
越
え
て

水
跡
が
残
る
。
ま
た
、
停
電
が
続
い
て
い
る
た
め
、

商
品
は
全
滅
。

●
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、
マ
テ
ハ
ン
障
害
と
、

受
注
増
に
よ
り
、
前
日
の
店
舗
作
業
が
昼
に
な
っ

て
も
終
了
し
な
い
と
い
う
非
常
事
態
。
前
日
に
引

き
続
き
、
全
国
の
社
員
約
60
名
が
支
援
に
入
る
。

佐
藤
専
務
が
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
へ
入
り
状
況
確

認
。
店
舗
物
量
は
10
万
ケ
ー
ス
超
え
と
、
通
常
の

３
倍
と
な
る
。
米
は
８
倍
以
上
。
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
、

協
栄
流
通
と
協
議
し
、
小
分
け
出
荷
を
無
し
と
す

る
こ
と
を
決
定
。
印
西
営
業
所
で
は
、
引
き
続
き

復
旧
作
業
実
施
。

●
計
画
停
電
実
施
が
発
表
さ
れ
、
本
社
で
は
対
応
の

検
討
に
入
る
。



社
内
の
動
き
（
敬
称
略
） 

シーエックスカーゴ21日間の軌跡 

・全社支援体制へ 

3月16日（水）
死者不明者１万人を超える！

3月15日（火）
原発再び爆発。都内で放射能観測

3月14日（月）
計画停電実施、交通機関マヒ
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最
後
ま
で
、
安
否
の
確
認
が
と
れ

て
い
な
か
っ
た
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
小
野
寺
嶺

さ
ん
（
21
歳
・
２
０
１
０
年
10
月
入

社
・
Ｐ
社
員
・
亘
理
町
荒
浜
）
に
つ

い
て
、
３
月
17
日
夜
に
、
お
父
様
か

ら
遺
体
を
確
認
し
た
と
の
連
絡
が
会

社
に
入
り
ま
し
た
。
小
野
寺
さ
ん
は
、

３
月
11
日
は
指
定
休
と
な
っ
て
お

り
、
自
宅
で
お
姉
様
と
と
も
に
被
害

に
あ
わ
れ
た
模
様
で
す
。
自
宅
は
海

と
河
口
の
近
く
で
し
た
。

被
災
時
点
か
ら
、
お
父
様
は
各
避

難
所
を
回
り
、
途
中
で
奥
様
が
無
事

に
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
嶺
さ
ん

た
ち
の
生
存
を
信
じ
て
必
死
に
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
遺
体
安
置
所
と
な

っ
て
い
る
高
校
で
の
確
認
と
な
り
ま

し
た
。
小
野
寺
嶺
さ
ん
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

▲支援メンバー一覧表

▲対策本部
組織体制図

●フジテレビ
緊急支援便について取材・放映。

●「とくダネ！」
で緊急支援便について放映。

廊下が波打ち、天井が揺れ動き、経験
したことのない大地震に遭遇しました。
その時から業務は止まりました。いつ再
開されるのか？P社員の休業はいつまで続
くのか？複雑な、また結論の出ないつら
い思いでいっぱいでした。そんな中、野
田支援の話があり、印西のメンバー30～
40名と一緒に仕事をすることができまし
た。我々に仕事させていただける先方の
受け入れに感謝しました。
一日も早い完全復旧に、全社員の協力は不可欠です。早く

みんなで楽しく働ける営業所に戻ることを願う毎日です。
（夜間ユニット班長　中屋幸成）

支援に入ったメンバー

�計画停電表

▲支援メンバーを調整中

組合員さんの声 震災後、支援の商品を持って訪ねてきてくれました。こんな時によく来てくれました。本当にありがとう。

印西営業所では、震災により業務が全
くできない状況になりました。集品ライ
ンは横に大きくズレ、補充庫の中はメチ
ャクチャ、天井からは水が降ってくる。
たまたま集品作業が休みの日でしたが、
稼働していたら大変なことになっていた
と思います。現在、まだ完全ではありま
せんが稼働できました。被災された方にも
多くの物資が届けられるように、一歩一歩
前進していきたいと思います。（ユニット班長　飯岡弘規）

印西では作業できない状況が続いた

印西からも野田支援へ

�KRCの支援体制を
考える第二事業本部
猪俣マネージャー

▲支援で出払っている
事業支援本部

野田の在庫合わせをする�
第三事業本部

【
計
画
停
電
を
意
識
し
て
の
ク
ラ
イ
ム
停
止
…

Ｓ
Ｃ
作
業
遅
れ
発
生
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
社
員
で
連
絡
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
３
名
中
１
名
と
連
絡

が
取
れ
る
。
残
り
２
名
の
安
否
確
認
を
急
ぐ
。

●
関
東
で
の
計
画
停
電
に
関
し
て
の
情
報
収
集
に
追
わ
れ
る
も
同
じ
市

町
村
で
も
停
電
の
時
間
帯
が
複
数
あ
る
た
め
難
航
。
停
電
が
作
業
中

に
実
施
さ
れ
た
場
合
、
マ
テ
ハ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
に
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
事
前
に
作
業
を
止
め
る
。
そ
れ
に

加
え
、
電
車
の
運
休
、
渋
滞
、
学
校
の
臨
時
休
校
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足

な
ど
に
よ
る
出
勤
率
悪
化
も
あ
り
、
作
業
に
大
幅
な
遅
れ
が
発
生
。

実
際
に
は
関
東
の
各
事
業
所
で
停
電
は
起
き
ず
。
こ
の
日
も
約
50
名

が
野
田
支
援
。

【
作
業
遅
れ
、
深
夜
の
人
員
不
足

Ｋ
Ｒ
Ｃ
・
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｃ
で
未
出
荷
デ
ポ
発
生
】

●
計
画
停
電
の
待
機
と
大
量
の
欠
品
処
理
（
４
０
０
ア
イ
テ
ム
以
上
）
に
よ

る
大
幅
な
作
業
遅
延
。
Ｋ
Ｒ
Ｃ
の
Ｓ
Ｃ
作
業
終
了
は
６
時
15
分
。
未
集
品
３

デ
ポ
。
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｃ
は
６
時
終
了
。
未
集
品
22
デ
ポ
。

●
桶
川
市
の
一
部
な
ど
で
、
朝
７
時
前
か
ら
初
め
て
の
停
電
。
本
社
近
辺
で

も
信
号
が
止
ま
り
渋
滞
が
発
生
。
Ｋ
Ｒ
Ｃ
、
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
で
も
停
電

時
の
準
備
を
進
め
る
が
、
結
局
、
停
電
と
は
な
ら
な
か
っ
た
た
め
作
業
を
再

開
。
Ｋ
Ｒ
Ｃ
の
Ｓ
Ｃ
作
業
終
了
は
翌
５
時
15
分
。

●
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
最
寄
り
の
東
武
野
田
線
は
終
日
運
休
し
、
欠
勤
者

多
数
。

●
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
・
Ｋ
Ｒ
Ｃ
へ
の
支
援
者
は
約
70
名
。
人
員
確
保
の
た

め
、
派
遣
会
社
と
の
調
整
を
進
め
る
。

【
不
眠
・
不
休
状
態
続
く
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
社
員
で
連
絡
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
２
名
中
１
名
と
連
絡
が
取

れ
る
。
無
事
で
あ
る
が
自
宅
は
全
壊
と
の
こ
と
。
あ
と
１
名
。
Ｓ
Ｒ
Ｃ
で
は

乗
務
員
も
含
め
、
商
品
の
整
理
、
棚
卸
を
開
始
。

●
計
画
停
電
に
つ
い
て
、
Ｋ
Ｒ
Ｃ
、
久
喜
営
業
所
は
朝
一
番
実
施
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
っ
た
が
、
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
作
業
開
始
。
そ
の
後
、
Ｋ
Ｒ
Ｃ
、

久
喜
営
業
所
、
印
西
営
業
所
に
つ
い
て
は
計
画
停
電
の
対
象
外
と
判
明
。
野

田
流
通
セ
ン
タ
ー
も
18
日
ま
で
は
停
電
が
な
い
模
様
。
所
沢
事
業
所
で
は
停

電
実
施
。

●
緊
急
支
援
物
資
の
物
量
が
多
く
、
通
常
の
Ｄ
Ｃ
業
務
と
の
兼
務
が
困
難
に
。

●
３
月
10
日
に
定
年
退
職
し
た
Ｐ
社
員
に
も
緊
急
支
援
の
呼
び
か
け
を
行
う
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
の
Ｓ
Ｃ
で
は
欠
品
処
理
対
応
な
ど
に
よ
り
大
幅
作
業
遅
延
が
発
生
。

数
十
名
の
支
援
が
入
る
も
作
業
終
了
は
翌
８
時
。

【
緊
急
支
援
便
用
の
在
庫
・
出
荷
増
】

●
た
だ
一
人
連
絡
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
Ｓ
Ｒ
Ｃ
小
野
寺
さ
ん
の
訃
報
が
入
る
。

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
出
荷
可
能
な
商
品
を
支
援
物
資
に
す
る
こ
と
を
検
討
。
リ



計画停電と作業遅れ 

3月20日（日）
石巻で2名救出！

3月19日（土）
さいたまスーパーアリーナが避難所に

3月18日（金）
ガソリン不足ピークに

3月17日（木）
原発に放水開始！
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●テレビ朝日
「やじうまプラス」で桶川での支援物資提供と商品調達について放映。

●毎日新聞　　日本生協連が、食料品や飲料水を中心に支援物資約130万個を提供、桶
川物流センターを拠点に、15日10時時点で約130万個の物資を被災地に輸送、と報道。

退職したにも関わらず、急遽支援にかけつけてくれた
元KRCのP社員の方々

石川春美さん（元KRC業務３課　副班長）
65歳定年により３月10日をもって退職することが決まったとき、

「まだまだ若いから、手が足りない時はいつでも呼んでね」と半ば
冗談まじりに主任と話をしていました。それがまさかこんな形で現
実になろうとは思ってもみませんでした。
今、日本は大変な時を迎えていますが、明るい明日は必ず来ます。
がんばってください。シーエックスカーゴの皆さん、お世話にな

りました。そしてありがとう。

�実家が被害に
あった
千田 初妃さん

�
Ｓ
Ｒ
Ｃ：
自
動
倉
庫
の
復
旧

作
業
に
尽
力

余震、原発、計画停電の備えによる水不足

▲支援物資の保管をしている原市倉庫

震災直後は主に宮城県へ、その後、原発事故によ
る水質汚染の影響を受け、福島県などへも出荷。中
には、北海道・九州などから運ばれたものやラベル
無しで生産したものも。

震災当日は、実家のある岩手に帰省して
いました。ガソリンがなく、何かをした
くてもできない状況でした。会社から前
倒し入社の連絡を受け、家のことも心配
でしたが、何かするためには、家から出
なければ、と思いました。

3月21日に前倒し入社した新入社員

今、私たちにできること…　待っている人に届けること

組合員さんの声 大震災で、職員の方々も個人的に大変だと思うのに、営業して頂いて本当に感謝しております。

ス
ト
作
成
を
開
始
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
緊
急
支
援
用
の
水
が
大
型
45
台
分
入
荷
し
、
周
囲
に
入
庫

車
両
が
並
ぶ
。
入
庫
作
業
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
。

●
緊
急
支
援
便
の
出
荷
対
応
が
激
し
く
な
る
。
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
の
人
材

確
保
の
た
め
印
西
営
業
所
か
ら
バ
ス
を
２
便
運
行
。
所
沢
事
業
所
で
は
停

電
実
施
。

●
本
社
で
は
、
緊
急
支
援
物
資
配
送
に
関
し
て
取
材
が
殺
到
。

●
臨
時
の
常
勤
役
員
会
に
て
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
、
岩
沼
セ
ン
タ
ー
の
社
員
に
対
し
災
害

見
舞
金
の
支
給
を
、
賃
金
は
就
労
デ
ー
タ
な
し
で
平
均
賃
金
で
の
支
給
決
定
。

【
金
曜
日
の
Ｓ
Ｃ
集
品
】

●
震
災
当
日
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
電
算
ト
ラ
ブ
ル
分
と
火
曜
日
未
出
荷
分
の
集
品

の
た
め
、
金
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｐ
社
員
に
出
勤
し
て
も
ら
い
集

品
作
業
を
行
う
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
、
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
庫
量
が
増

加
、
全
て
を
受
け
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

た
め
、
外
部
倉
庫
手
配
の
検
討
を
進
め
る
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
へ
、
な
ら
コ
ー
プ
な
ど
か
ら
も
支
援
に
来

て
下
さ
る
こ
と
に
。

●
２
０
１
１
年
度
新
卒
社
員
の
前
倒
し
入
社
を
検
討
。

【
宅
配
　
震
災
後
初
の
受
注
、
通
常
の
１
３
０
％
の
物
量

Ｋ
Ｒ
Ｃ
・
野
田
も
７
バ
ッ
チ
に
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
復
旧
に
む
け
た
体
制
を
検
討
す
る
も
深
刻
な
ガ
ソ
リ
ン
不
足

に
よ
り
社
員
の
通
勤
手
段
の
確
保
が
課
題
に
。

●
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｂ
セ
ン
タ
ー
で
受
注
再
開
。
入
庫
待
ち
ト
ラ

ッ
ク
が
、
１
０
０
台
以
上
に
の
ぼ
り
、
受
け
き
れ
な
い
状
況
と
な
る
。

外
部
倉
庫
を
手
配
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
に
て
東
北
の
店
舗
向
け
の
配
送
が
開
始
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
充
電
が
追
い
つ
か
ず
台
数
が

不
足
。

【
Ｓ
Ｒ
Ｃ
に
明
か
り
が
！

緊
急
支
援
物
資
用
外
部
倉
庫
、
上
尾
市
原
市
に
現
る
！
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
で
は
電
気
が
復
旧
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
、
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｃ
で
は
、
震
災
後
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
回

収
分
の
企
画
開
始
。
Ｋ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
米
が
大

量
で
集
品
が
追
い
つ
か
ず
。
野
田
流
通
セ
ン

タ
ー
で
は
欠
品
。
物
量
増
に
よ
り
カ
ゴ
車
の

不
足
が
深
刻
化
。

●
外
部
倉
庫
に
緊
急
支
援
物
資
の
在
庫
の
移
動

を
行
い
、
夜
か
ら
集
品
を
開
始
。



社
内
の
動
き
（
敬
称
略
） 

シーエックスカーゴ21日間の軌跡 

復興に向けて 

3月26日（土） 3月25日（金） 3月24日（木） 3月23日（水） 3月22日（火） 3月21日（月）

8
組合員さんの声 震災後、すぐに来てくれたトラック。本当にビックリし、感激しました。

�

3月21日付けで出向社員としてシーエックス
カーゴに赴任。赴任後すぐに支援に。

復旧に向けて奮闘する本社

組合員さんに届く商品の業務にあたらせていた
だき、現場の方にご迷惑をおかけしながらでした
が、初めて直接的に組合員さんに繋がる商品に想
いを込めながら、一生懸命取組みました。

（総合マネジメント室　栗原裕之）

SRCの復旧にあたった元SRCメンバー

吉田和寛さん、西口 隆司さん、佐藤利弘さん、
斎藤正男さん、布川 和人さん、大宮登志幸さん

当日、早番の仕事を終えて午後3時くら
いに家に帰ってテレビをつけると、仙台
空港に津波が来ている映像が流れていま
した。それをみた途端、センターや一緒
に働いた仲間が心配になり、携帯電話で
連絡を取りましたが、全く通じませんで
した。その状態が一週間位したころ、や
っとSRCにいる日端さんと連絡が取れ、
無事だということが確認できました。
マネージャーにはSRCに支援に行きたいという意思を表し

ていましたが、21日、正式に「川守田、行け！」と言われ、
正直嬉しかったです。
到着してみると周りは一面瓦礫の山。SRCは外観からは被

害が分かりませんでしたが、庫内は見たことがないような悲
惨な状況になっていて、一刻も早く復旧させるために、一生
懸命全力を尽くしてきました。SRC社員や支援メンバー全員
の大変な努力と思いの甲斐あって、はじめの酷さからみると、
かなり早く復旧出来てきていると思います。
微力ではありましたが、復旧作業に携われて本当に良かっ

たです。 （九州流通センター　業務1課　川守田　雅徳）

今回の震災は東北地方はもちろんですが、茨城
県や千葉県にも大きな被害をもたらしました。コ
ープネットグループでも被害に遭われた組合員さ
んも多いと聞きました。
「注文いただいた商品を届ける」という当たり

前のことが出来ない、という状況は関係する人間
として本当に辛いことです。
本社からの支援に参加し、全ての社員が一丸と

なって最善を尽くそうと努力していることを、文
字や言葉だけでなく自ら経験することで強く感じ
ました。 （総務人事部　高橋一夫）

●NHK「Bizスポ・ワイド」に日本生
協連山下会長が出演。被災地支援に
ついて語る。

●読売新聞（東京）３月24日会員生協
と日本生協連の支援活動について
「生協、組織力を生かし支援」とい
う見出しで報道。

▲就労データがない中、
給与明細をお届け

自宅が津波の被
害にあい、家に
帰ることができ
ず、会社で寝泊
りしていたSRC
メンバー

14日には震災後初めて集合�

故郷に想いを寄せながら・・・

私の両親は今回大きな被害が出ている山元町に住んでいます。
震災後、やっと連絡が取れたのは5日後。
実家は床上浸水し、車も2台ダメになってしまいましたが、幸い、

弟も含めて無事とのことでホッとしています。
近いうちに帰省し、変わり果てたと聞いている町をこの目で確かめ、

自分に何が出来るか考えようと思っています。
（KRC業務1課　菅野信吾）

▲支援に入りながら、
決算処理に追われる経理部

支
援
物
資
の
調
整
を

�
す
る
商
品
管
理
部

�
支
援
と
人
事
考
課
の

集
約
を
両
立

SRC

▲営業推進室が
緊急支援物資配送センターに

【
Ｓ
Ｃ
前
倒
し
集
品
、
物
量
増
に
て

オ
リ
コ
ン
・
ド
ー
リ
ー
・
カ
ゴ
車
不
足
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
復
旧
が
本
格
化
。
自
動
倉
庫
の
復
旧

に
向
け
、
ク
レ
ー
ン
を
ふ
さ
い
で
い
た
パ
レ
ッ

ト
の
撤
去
作
業
や
、
商
品
の
整
理
な
ど
を
進
め

る
。
大
量
の
破
損
商
品
の
一
部
を
岩
沼
市
へ
支

援
物
資
と
し
て
引
き
渡
し
。

●
印
西
営
業
所
で
は
、
27
日
か
ら
作
業
を
開
始
す

る
こ
と
を
決
定
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
で
は
依
然
と
し
て
人
員
不
足
。
２
０
１

１
年
度
新
卒
新
入
社
員
前
倒
し
入
社
。
３
月
31

日
ま
で
は
Ｐ
社
員
と
し
て
Ｋ
Ｒ
Ｃ
の
作
業
支
援

に
あ
た
る
。
緊
急
支
援
物
資
と
し
て
は
、
衣
料

品
が
増
え
る
。
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
で
は
相
変

わ
ら
ず
物
量
が
多
い
状
況
が
続
き
、
ド
ー
リ

ー
・
オ
リ
コ
ン
が
不
足
。

●
労
働
組
合
が
、
Ｋ
Ｒ
Ｃ
、
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
栄
養
ド
リ
ン
ク
計
２
０
０
０
本
を
差
し

入
れ
。

【
東
北
の
物
流
機
能
を
Ｋ
Ｒ
Ｃ
、

久
喜
営
業
所
が
担
う
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
自
動
倉
庫
復
旧
に
向
け
、
施
設
管
理
部

メ
ン
バ
ー
が
奮
闘
。
サ
ン
ネ
ッ
ト
の
店
舗
向
け

の
入
庫
が
開
始
。
上
下
水
が
使
用
可
能
に
。
Ｓ

Ｒ
Ｃ
へ
宿
泊
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
は
、
一
旦
本

社
へ
。

●
印
西
営
業
所
で
、
Ｐ
社
員
説
明
会
を
開
催
。
被

災
状
況
、
休
業
期
間
の
勤
怠
処
理
、
今
後
の
稼

動
計
画
等
を
説
明
。
天
井
修
復
工
事
が
完
了
。

空
調
、
冷
凍
設
備
、
電
気
工
事
、
追
加
の
耐
震

工
事
を
進
め
る
。

●
支
援
物
資
と
し
て
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
等
へ
水
の

配
送
が
急
増
。
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
の
店
舗
出

荷
で
、
停
止
し
て
い
た
小
分
け
を
再
開
。



復旧、そして 

3月31日（木）4月1日（金） 3月30日（水） 3月29日（火） 3月28日（月） 3月27日（日）

9
組合員さんの声 自主避難エリアでは店舗の閉店が相次いでいるのに、青空市の開催、本当に助かっています。

▲支援物資を自衛隊と一緒に納品中 ▲亘理町に届けた救援物資

�カーゴのトラックで
支援物資を納品

●テレビ東京　３月27日
「池上彰の緊急報告 大
震災のなぜに答える」
で桶川から配送された
支援物資が被災者の
方々に手渡されるまで
の様子を放映。

▲前倒し入社し、4月1日に入社式を迎え、
気持ちを新たに

被
災
者
の
た
め
。
組
合
員
の
た
め
。
困
難
を
乗
り
越
え
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ
ー
ゴ
再
始
動
へ
。

▲大きな余震後の自動倉庫の復旧作業

�全
国
で
集
め
ら
れ
た
募
金

�

震
災
か
ら
１
ヶ
月
、

�

依
然
と
し
て
続
く
余
震
…

�被
災
し
た
仲
間
を

少
し
で
も
助
け
た
い
!!

支援便トラック
480台

（2011年4月1日現在）

対策本部会議回数
69回

（2011年4月7日現在）

岩沼市、
亘理町、

山元町へ
支援物資

今、私たちにできること…　待っている人に届けること

【
印
西
一
部
集
品
再
開
！
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
自
動
倉
庫
の
修
復
対
応
が
続
く
。

棚
卸
作
業
開
始
。
雑
貨
の
入
庫
開
始
。
約
１
万

７
０
０
０
ケ
ー
ス
の
破
損
商
品
が
出
た
た
め
、

周
辺
自
治
体
に
支
援
物
資
と
し
て
提
供
す
る
調

整
に
入
る
。

●
27
日
朝
か
ら
、
印
西
営
業
所
で
い
ば
ら
き
コ
ー

プ
分
集
品
開
始
。
施
設
の
修
復
対
応
を
引
き
続

き
行
う
。
避
難
訓
練
を
実
施
し
万
一
に
備
え
る
。

●
緊
急
支
援
物
資
と
し
て
は
相
変
わ
ら
ず
水
の
量

が
多
く
、
外
部
倉
庫
に
25
台
分
程
度
在
庫
あ
り
。

野
田
流
通
セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
人
員
不

足
。
本
社
、
印
西
営
業
所
メ
ン
バ
ー
に
て
支
援
。

【
Ｓ
Ｒ
Ｃ
復
旧
へ
！
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
、
自
動
倉
庫
の
棚
卸
作
業
を
続
け
る
。

本
格
的
な
業
務
再
開
に
向
け
、
急
ピ
ッ
チ
で
準

備
を
続
け
る
。

●
印
西
営
業
所
、
集
品
作
業
は
順
調
、
合
わ
せ
て
、

未
復
旧
部
分
の
修
理
、
テ
ス
ト
等
を
続
け
る
。

●
Ｋ
Ｒ
Ｃ
で
は
16
Ｂ
オ
リ
コ
ン
の
不
足
が
予
想
さ

れ
、
回
収
強
化
を
図
る
。
野
田
流
通
セ
ン
タ
ー

で
の
欠
品
率
は
減
少
。
業
務
は
徐
々
に
通
常
化

へ
向
か
う
。

【
４
月
１
日
　
通
常
業
務
へ
向
け
て
！
】

●
Ｓ
Ｒ
Ｃ
、
破
損
商
品
を
支
援
物
資
と
し
て
、
亘

理
町
に
引
渡
し
。
岩
沼
市
、
山
元
町
へ
も
配
送
。

●
災
害
に
伴
う
雇
用
保
険
失
業
給
付
の
特
例
措
置

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
。

●
入
社
式
　
今
年
度
９
名
入
社
。
労
働
組
合
募
金

活
動
を
開
始
（
４
月
５
日
ま
で
）
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「
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

社
内
報
緊
急
支
援
特
別
号
の
発
行
が

決
ま
っ
た
の
は
、
３
月
30
日
。
当
初
は
、

正
直
な
と
こ
ろ
、
今
は
震
災
発
生
と
い

う
有
事
で
「
こ
ん
な
状
況
下
で
社
内
報
を
発
行
す
る
意
味

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
抱
く
気
持
ち
の
ほ
う
が

強
か
っ
た
。
記
事
を
書
く
た
め
に
は
、
原
稿
や
写
真
を
い

ろ
い
ろ
な
人
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に

被
災
し
て
い
る
営
業
所
の
方
々
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
混

乱
し
て
い
る
現
場
に
と
っ
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
に
時
間
を

か
け
て
い
る
場
合
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
わ
れ

わ
れ
編
集
担
当
者
の
共
通
す
る
思
い
だ
っ
た
。

記
事
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
伝
え
る
べ
き
私
た
ち
が
あ
ま
り
に
会
社
の
状
況
を
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
。
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
る
た
め
に

は
、
正
し
い
情
報
が
き
ち
ん
と
共
有
で
き
て
い
な
け
れ
ば

い
け
な
い
は
ず
な
の
に
、
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
…
…
　
会
社

が
大
変
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
今
、
情
報
は
十
分
に
伝
え

き
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
最
前
線
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
社

員
の
姿
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
人
手
不
足
と
な
っ
て
い

る
現
場
の
応
援
に
行
く
だ
け
が
、支
援
で
は
な
い
は
ず
だ
。

そ
う
思
い
、「
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
も
う
一

度
見
つ
め
直
し
て
み
た
。
今
だ
か
ら
こ
そ
、
社
内
報
を
発

行
し
、
み
ん
な
の
想
い
を
届
け
る
た
め
の
橋
渡
し
が
で
き

れ
ば
…
…

今
回
の
発
行
に
あ
た
り
、
お
忙
し
い
中
、
取
材
に
協
力

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
写
真
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、

広
報
と
い
う
媒
体
を
通
じ
て
、
情
報

を
「
正
確
に
」「
わ
か
り
や
す
く
」
伝

え
る
使
命
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う

務
め
て
参
り
ま
す
。

緊
急
支
援
特
別
号
の
発
行
に
寄
せ
て

ま
ず
始
め
に
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
震
災
か
ら
間

も
な
い
情
報
が
錯
綜
す
る
中
で
始
ま
っ
た
、
今
回
の
臨
時

特
別
号
。
幾
度
と
な
く
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
「
今
で

き
る
こ
と
」
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
編
集
部
の
皆
様
の
姿

に
、
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
と
大
切
さ
を
改
め
て
強
く
感

じ
ま
し
た
。
企
業
の
枠
を
越
え
、
想
い
を
共
有
し
な
が
ら

編
集
、
デ
ザ
イ
ン
、
印
刷
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
望
月
印
刷
株
式
会
社
﹈

集

後 記

編

十
年
後
入
社
さ
れ
る
あ
な
た
へ
の
手
紙

前
略
　

十
年
後
入
社
し
、
こ
の
社
内
報
を
見
つ
け
だ
し
た
あ
な
た
、
あ
な
た
は
今
、
何
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

き
っ
と
、
誰
か
が
こ
の
特
別
号
を
大
切
に
保
管
し
、
あ
な
た
に
見
せ
て
く
れ
た
の
で
す
ね
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
発
生
し
た
震
災
で
、
私
た
ち
は
、
仲
間
も
失
い
、
仲
間
は
家
族
や
家
も
失
い
ま
し
た
。

施
設
・
設
備
も
東
北
、
関
東
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
被
災
し
た
人
た
ち
へ
の
緊
急
支
援
物
資
を
運
び
、
計
画
停
電
、
商
品
不
足
、
原
発
不
安
の
中
、

物
を
届
け
る
た
め
に
深
夜
、
早
朝
ま
で
作
業
を
続
け
ま
し
た
。
全
社
支
援
体
制
で
、
荷
主
、
協
力
会
社
の
多
く

の
人
た
ち
の
協
力
で
、
待
っ
て
い
る
人
た
ち
に
物
を
届
け
続
け
ま
し
た
。

物
流
が
全
国
で
混
乱
す
る
中
、
物
を
届
け
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
続
け
る
私
た
ち
の
仕
事
は
、
テ
レ

ビ
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
や
特
集
で
扱
わ
れ
る
よ
う
な
「
す
ご
い
こ
と
」
で
し
た
。
私
た
ち
の
手
で
物
を
届
け
る

た
め
に
、
全
員
が
本
当
に
頑
張
っ
た
の
で
す
。
十
分
に
表
現
で
き
て
い
な
い
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

震
災
支
援
物
資
を
届
け
る
の
と
同
じ
気
持
ち
で
、
今
回
の
社
内
報
を
５
０
０
０
人
の
社
員
に
、
そ
し
て
、
そ
の

家
族
に
届
け
た
の
で
す
。

今
、
世
の
中
は
、
こ
ん
な
大
き
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
に
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
美
し
い
桜
が
咲
き
始
め
ま

し
た
。
十
年
後
も
き
っ
と
桜
は
満
開
と
な
る
で
し
ょ
う
。
桜
の
開
花
を
感
じ
な
が
ら
、
十
年
後
入
社
さ
れ
る
あ

な
た
に
届
け
た
く
て
、
編
集
の
最
後
に
こ
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
前
線
で
、
不
眠
不
休
で
働
い
た
社
員
は
、
十
年
後
に
は
、
す
で
に
定
年
で
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

何
の
た
め
に
こ
ん
な
夜
遅
く
ま
で
働
か
せ
る
の
で
す
か
と
言
っ
て
い
た
若
手
社
員
は
幹
部
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
情
報
が
な
い
の
で
何
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
と
言
っ
て
い
た
社
員
も
、
当
時
の

こ
と
を
新
人
に
説
明
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

十
年
後
、
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ
ー
ゴ
に
入
社
す
る
あ
な
た
の
た
め
に
、
そ
の
後
も
、
み
ん
な
は
数
々
の
試
練
を

乗
り
越
え
、
頑
張
り
続
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
に
も
そ
の
一
員
と
な
っ
て
も
ら
い
、
物
を
届

け
る
こ
と
で
、
想
い
を
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
十
年
間
の
時
を
超
え
て
、
あ
な
た
に
こ
の
気
持
ち
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
物
流
を
仕
事
と
し
た
者
と
し
て
幸
せ
で
す
。

草
々
（
社
内
報
　
編
集
責
任
者
）


